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経済統計の基礎知識 ＜第 10 回＞ 

相関と回帰について① ～相関とは～ 

寺林 暁良 

相関とは という式によって算出されるが、

Microsoft Excel の「分析ツール」などを

使用すると簡単に求められる。 

相関とは、二つの経済統計の間にある

関連性の強さのことをいう。特に、一方

の値が増加すると、もう一方の値も増加

する場合を「正の相関」、逆に一方の値が

増加するともう一方の値が減少する場合

を「負の相関」、両者の値の変化に関連性

がない場合を「無相関」という（図表 1）。 

相関係数は－1≦r≦1 の範囲で示され、

r＝1 に近いほど「正の相関」が強く、r

＝-1 に近いほど「負の相関」が強い。ま

た、r＝0の時には「無相関」である。 

先述の図表 2 の例では、相関係数ｒ＝

0.81 となり、強い「正の相関」があるこ

とが統計的に示される。 正の相関 負の相関 無相関

図表1．相関の類型

 

 

「データ数」と「擬似相関」に注意 

相関係数をみるときは、データの数が

少ないほど相関係数が大きく導き出され

てしまう傾向があるため、データの数が

十分であるかを検討する必要がある。 

図表 2は、世界 25 カ国の一人当たりの

GDPと CO2排出量の相関を示した図である。

これをみると、両者の間には「正の相関」

があるようにみえる。 

また、見せかけだけの相関である「擬

似相関」にも注意が必要だ。例えば、あ

る地域における警察官の数と犯罪の発生

件数は、「正の相関」があるように見える。

つまり、矛盾するようだが、警察官の多

い地域ほど犯罪の発生件数も多いのであ

る。しかし、警察官の数と犯罪の発生件

数は、「人口密度の高さ」という共通の要

因を持つために相関関係があるように見

えているだけである（図表 3）。 

図表2．世界各国のGDPとCO2排出量
の相関（各一人当たり、2008年）
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 このように、相関は両者の関連性を示

すものではあるが、直接的な因果関係を

示すものではないということに注意すべ

きである。 

 
相関係数とは 

こうした相関の強さを数値で表したも

のが相関係数（r）である。これは、 
図表3．警察官の数と犯罪の発生件数の関係
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